
新型コロナウイルス感染症についての全校指導放送（12月 2日） 

 

 八幡小学校のみなさん、おはようございます。今日は校長先生からコロナについてのお話

をします。 

今、千曲市には新型コロナウイルスの特別警報が出ています。これは感染が広がっている

ので、すごく注意をしてください、という意味です。 

 そこで、学校でもやっていることがあります。 

まず、朝、校舎に入る前に、シュッと消毒をしています。これは、学校にウイルスを持ち

込まないようにするためです。朝、手が冷たいですが、みんなちゃんと消毒をしていますね。

保健室の廣田先生が保健だよりにこんなふうに書いていました。 

 さすが八幡小学校のみんな、マスクも完璧、やってもらうときのあいさつもばっちり、い

いなあと思います。 

 次に給食です。また、教室を分かれての給食になりました。給食中はもちろん、黙って静

かに食べていますね。みんなも知っている通り、給食のときはマスクを外します。おしゃべ

りをしたら当然飛沫が飛びますが、黙って食べても、どうしても少しは飛沫が飛ぶのです。

だから人と離れてなるべく安全な給食になるようにしているのです。 

 給食の時は、食べ物を扱うので、注意をしなければいけませんね。準備の時、大きな声を

出している人はいませんか？大きな声はマスクの隙間から、飛沫が出ていく危険があります。

おそうじを無言でできるみなさんなら、給食の用意もおしゃべりなしでできるはずだと思い

ます。静かにてきぱき準備すれば、早く「いただきます」になり、昼休みも長くなります。 

だまって準備、挑戦してみましょう。 

 そして、手洗い。休み時間の後や掃除の後、水が冷たいけど、がんばりましょう。 

 

 次のお話です。4月からみなさんに伝えている内容を確認します。コロナのことで、絶対

にやってはいけないこと、なんだったでしょうか。 

新型コロナウイルスのことで さべつする ふざける 友だちを傷つける 

この３つです。だれだって、いつ新型コロナにかかるかわかりません。校長先生かもしれ

ないし、今教室にいるあなたかもしれません。みなさんの中にあるやさしい気持ちで考えて、

コロナのことで悲しい思いをする人が出ないようにしていきましょう。 

 

 最後のお話です。最近寒くなってきたせいか、朝のあいさつが少し元気がないかなあ～と

思います。思い切って声を出したり、手を振ったりすると体の中からエネルギーが出てきま

すよ。階段で振り返って次の人にあいさつをつなぐことのできる人が増えていけば、その元

気で免疫力も高まり、新型コロナウイルスが逃げていきそうな気がします。みなさん、どう

思いますか。 

登校してくるみなさんに、昇降口でアルコール消毒をさせてもらっています。「お願いします。ありが

とうございます。」をしっかり言える人が増えてきて、朝からとても気持ちがよいです。マスク、手洗

い、あいさつ、当たり前のことが自然とできる人ってなんだかかっこいいですよね。」 


